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1.  はじめに 

1.1. 研究の背景と目的 

 近年、環境への意識の高まりに伴い、国内外で木造の

大規模建築や高層建築が増加した。日本では 2010 年に林

野庁及び国土交通省より「公共建築物等における木材の

利用の促進に関する法律」が公布され、木材を構造や素

材として現代建築に取り入れるための法的整備も進んで

いる。こうして建築作品に木材を採用する建築家も増え、

例えば伊東豊雄による「みんなの森 ぎふメディアコスモ

ス 」、坂茂による「ラ･セーヌ･ミュジカル（仏）」や「静

岡県富士山世界遺産センター」などが登場している。 
 隈研吾は日本で最も積極的に現代建築デザインに木材

を取り入れている建築家である。昨年完成の「国立競技

場」のように構造の一部に木材を用いる手法も行ってい

るが、「那珂川町馬頭広重美術館」のように仕上材や化粧

材(装飾)、細かな木部材や木目の印刷などの素材や用法も

多様である。また、伝統的な職人や最先端の技術を組み

合わせたり、鉄、石、土、紙など異素材を巧みに合わせ

ながら、その建築物に物理的・文化的環境との呼応関係

を形成する。その手法は挑戦的であり、現代建築デザイ

ンにおける新しい木材の用法を開発しているといえる。 

 そこで、本研究では隈研吾の建築作品を対象とし、初

期の作品から今日に至るまでの隈研吾の木材に対する手

法の変遷や発展をたどりその詳細を明らかとし、現代に

おける木材を用いた建築表現についての考察を深めたい。 

1.2. 研究の方法 

 隈研吾の建築作品は極めて多く、作品集や建築雑誌な

どに掲載されたものはごく一部である。調べた結果、最

も数多く建築作品を掲載しているのは隈研吾建築都市設

計事務所のウェブサイトだとわかった。本サイトには第

一作の「伊豆の風呂小屋」を初め、ほぼ全ての作品が網

羅されている。しかも各作品に内外観の代表的な写真各

数点、竣工年、用途、延床面積、設計主旨文、掲載誌の

情報が整理されている。建築雑誌に比べ情報量は少ない

が、逆に建築家が最も伝えたい情報が厳選され、隈研吾

の建築の本質が社会に対し表現されているとも言うこと

ができよう。そこで、本研究では主に本サイトに掲載さ

れた情報から分析する。まず、1988 年 7月 1日〜2020 年

3 月 24 日に掲載された作品から木材が使用されたものを

選定する。次に、各作品の写真と設計主旨文より、建築

内外の主要部分における木材の使用箇所を読み取る。こ

れを表 1にまとめた。 

 まず、木材の使用箇所を構造部材と非構造部材に分け、

構造部材は柱、壁本体、小屋組、非構造部材はさらに建

築内部と建築外部に分類した。隈研吾の作品では主体構

造を鉄骨とし、二次部材など部分的に木材を用いる場合

も多いことから、小屋組についてさらに細かく分類し、

小屋梁、小屋束、軒桁、母屋、棟木、垂木、桔木を箇所

として挙げた。非構造部材においては、一般的には床、

壁、軒下、天井などの仕上が挙げられるが、隈研吾の作

品では面的な仕上げの上に、この面から浮かせて表現的、

装飾的な部材を分布させ、表面に奥行きを持たせた表現

も多いことから、これらを本論では「化粧」と総称し分

類した。その他、外部屋根は建物外に使用され、屋根と

しての役割を果たす箇所として分類した。 

2. 分析 

2.1 年代別の傾向 

構造部材、非構部

材の建物内部と建物

外部に木材を使用し

た作品を2000年以前

と2000以降を5年毎の

期間に区分し分析し

た。構造部材への使

用については全体と

して顕著な傾向は見

られなかったが、小規模な建築作品の多かった初期を除

くと、2006〜2010年には顕著に木構造の作品が多く、近

年の5年間にも増加傾向にある（表2）。非構造部材につい

ては、全体として2005〜2010年の期間を境として木材の

使用箇所数の割合は増加傾向にある。特に、建物内部の

内壁仕上、天井の仕上と化粧、外壁における仕上と化粧、

外部の軒裏に木材が用いられる割合が増加していること

表 1. 使用箇所一覧 

表 2. 5 年ごとの各期間における構 

造部材に木材を使用した作品数と割合 

表 3. 5 年ごとの各期間における作品数に対する非構造部材に木材が用いら

れた箇所数の割合 



がわかる。庇に木材が用いられる作品は2014年の「葉山

の森」以降増加している（表3）。 

 以上の分析から、2005〜2010年の期間を境として木材

の使用箇所が建築内外の多様な部位で増加し、多様に展

開している傾向が読み取れた。 

2.2. 用途別の傾向より 

次に、用途別の傾向について分析した。木材を用いて

いる作品数の割合は、住宅系(18%)、教育施設(9%)、飲食
系(8%)で、住宅系の作品に特に多く用いられていた。住

宅系は個人住宅、集合住宅、住宅、長屋、実験住宅、専

門住宅、別荘、ゲストハウス、教育施設は保育園、幼稚

園、小･中･高等学校、大学施設、音楽大学、体育施設、

飲食系は飲食店、レストラン、カフェが主な用途である。 
そこで、住宅系(18%)に着目し、構造部材と、非構造部

材の建物内部、外部についてさらに細かい部位ごとに分 

け、全期間を通した木材の使用箇所数を集計した（表 4）。 

 

木構造が採用されている作品は極めて少なく、個人宅 2

件だけに使われていた。木材が軒裏に 6作品使用されてい

る共通点として延床面積が 1,000m2未満ということと周り

が自然に囲まれていることが挙げられる。また、外壁の

化粧が 5作品のうち 4作品が延床面積が 4,000m2を超えて

いる規模が大きい作品に使われていた。残りの 1作品は自

然に囲まれ、ガラス張りの外に木材で化粧をしていたこ

とから主に規模が大きい建築に外壁の化粧を用いている。 

3. 考察とまとめ 

本研究において明らかとなったことを以下にまとめる。 

(1).2005〜2010 年の期間を境として木材の使用箇所が建

築内外の多様な部位で増加し、多様に展開しているとわ

かる。 

(2).年代別の傾向と表3から化粧としてのデザイン性も多

様化により、天井･外壁の仕上と化粧、軒裏や庇への木材

の利用が増加した。 

(3).用途別の傾向からは木材を用いている作品数の割合

は、住宅系(18%)、教育施設(9%)、飲食系(8%)で、特に住

宅系の作品に多く用いられていた。 

 隈研吾の建築作品では 2005〜2010 年の期間を境として、

木材の使用箇所が建築内外の多様な部位で増加し、建築

デザインの主要な素材として展開されるようになったこ

とを改めて確認することができた。木材の用法が今後ど

のように展開し、伝統と現代を融合する多様な建築デザ

インを生み出してゆくのかを今後も注目してゆきたい。 
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表 4.  住宅系において多く使用された箇所 

表 5.  隈研吾の建築作品における木材が用いられた部位（全作品を掲載できないため新建築に掲載されている作品のみを掲載している） 

 ※本研究では母屋、棟木、屋上、庇を項目があるが、新建築に掲載されている作品の中で該当する作品がないため項目から外している 


